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【お問い合わせ】 

福岡アジア美術館 学芸課 交流・教育係 中尾、五十嵐 
電話：０９２－２６３－１１０３  ファックス：０９２－２６３－１１０５ 

Ｅメール：tomo@faam.ajibi.jp 

■ジン・チェ＆トーマス・シャイン 

7月 18日〜9月 18日 滞在制作 

２００３年に設立されたアーティストユニット。アム

ステルダム在住。立体作品を屋内外に設置するこ

とで、公共空間への詩的な介入を試みている。 

 

 

 

■山本聖子（やまもと・せいこ） 
7月 4日〜9月 27日 滞在制作 

１９８１年生まれ、福岡市在住。明治

以降の産業近代化についてリサー

チし、鉄と映像の立体作品として

発表します。 

【 アーティストのご紹介 】 

川の上に展示されたレース編みの立体作品（オランダ） 

■清水美帆（しみず・みほ） 
7月 10日〜9月27日 滞在制作 

1976年生まれ、東京在住。福岡で

は九州の伝統的な凧文化をリサー

チし、人々との出会いやストーリー

を反映した作品を創作します。 

過去に行われた地域での共同制

作の様子 

 

 

 

  

 

 

令和５年度の福岡アジア美術館アーティスト・イン・レジデンス事業がついにスタートしました。 

第１期（７月～９月）は Artist Cafe Fukuokaを拠点に国内外から３組（４名）のアーティストが市民との共

同制作やワークショップを行い、９月に滞在成果の発表を行います。特に、チェ＆シャインは、地域の方々や学

生たちとともに、レース編みによる大型作品を共同で制作します。 

チェ＆シャインをはじめとするアーティストの滞在期間中はいつでも取材可能ですので、この福岡で新しいア

ートが生まれる瞬間や、そこに込められたアーティストたちの思い、ワークショップ参加者たちの熱意などを、

ぜひご取材いただきますようお願いいたします。（事前にご連絡いただければ、取材日を調整いたします。） 

 

福岡アジア美術館アーティスト・イン・レジデンス事業 

第 1期 レジデンス・アーティストが制作開始！！ 

 




